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◯ 事業所名 放課後等デイサービス トムソーヤ 

◯ 保護者評価実施期間 令和 7 年 3 月 1 日～令和 7 年 3 月 21 日 

◯ 保護者評価有効回答数 （対象者数）20 人 （回答者数）12 人 

◯ 従業者評価実施期間 令和 7 年 3 月 1 日～令和 7 年 3 月 21 日 

◯ 従業者評価有効回答数 （対象者数）8 人 （回答者数）8 人 

◯ 事業者向け自己評価表作成日 令和 7 年 3 月 26 日 

 

◯ 分析結果 

 

事業所の強み（※）だと思われること 

※より強化・充実を図ることが 

期待されること 

工夫していることや 

意識的に行っている取組等 
さらに充実を図るための取組等 

1 
庭があり開放的な空間が作れるため、体

を沢山動かし発散できる環境である。 

集団活動を通して、体力づくりや対人関

係スキルを行っている。 

目的内容を明確にした活動メニューの考

案をしていく。 

2 
長期休暇中の社会科見学やイベント体験

の参加の充実。 

土曜日は勿論、学校が早く終わった平日

長期休暇では、季節ごとのイベント制作

や見学・活動体験に参加している。 

内容がマンネリ化しないように、様々な

地域イベントの情報を収集し、経験値の

経験値の向上に努めていく。 

3 

集団活動の時間を多くとり、ルール・マ

ナーを身につけ、対人関係スキルアップ

トレーニングに繋げている。 

上級生を中心に遊びの内容やルールを話

し合って決めてもらい、その活動にみん

なで参加することにより自主性を高めて

いる。 

異年齢でのペアやグループを組み、コミ

ュニケーションを多くとる機会を増やし

ていく。 

 

 

事業所の弱み（※）だと思われること 

※事業所の課題や改善が 

必要だと思われること 

事業所として考えている 

課題の要因等 

改善に向けて 

必要な取組や工夫が必要な点等 

1 保護者会の開催が出来ていない。 

∙ 保護者の時間確保が難しい。 

∙ 業務に追われ、保護者会の時間をとり、

準備をすることが出来ない。 

少なくても、年に 1 回は保護者会が開催

できるように計画していく。 

2 
児童クラブや児童館との交流が少なく、

地域の子供たちとの交流も少ない。 

∙ 染症（インフル・コロナ）流行による利

用が制限されており、徐々に足を運ば

なくなった。 

∙ 土曜日に児童館を利用することもあっ

たが、受け入れが難しい場所や受け入

れが可能であっても不定期であったこ

とから徐々に足を運ばなくなってい

た。 

∙ 土曜日に児童館利用再開を検討する。 

∙ 長期休暇中の利用の検討も行ってい

く。 

3 
家族等の参加が出来る講習会や研修会が

開催できていない。 

∙ 家族参加の講習や研修の情報が少な

い。 

∙ 事業所内研修においても、職員間で終

わっていた。 

保護者向けにわかりやすい資料を作成

し、随時声掛けをしていく。 

  


